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セイョウトチノキおよびトチノキについて， 個々の調査結果の報告は数多くあるが， 同一地域に

植栽されているものについて比較調査したものの資料はあまりない．

　

たまたま岩見沢市内に街路樹としてセイョウトチノキが， 庭園樹としてトチノキが植栽されてお

り， 樹令も推定ではあるが５０年くらいでそれぞれ毎年開花結実をみているので， 両者の生育の四

季的変化ならびにその性状について比較調査を行なった．

　

なおセイョウトチノキの生育の四季的変化についてはさきに述べたが （吉田， １９６８）， 生育の四

（３２）
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季的変化は気象状態により多少遅速があるので， 昭和４５年および昭和４６年の２か年にわたる調査

の平均値をもって示した‘

　

比較調査の対象はセイョウトチノキは街路樹， トチノキは天理教夕張分教会のものとした，

１１。 生育の四季的変化について

　

（１） セイヨウトチノキ

　

冬芽の外観的な活動開始は４月１５日， ４月２５日， 膨芽状， 頂芽の芽鱗が開きはじめ， 先端部に

青味を帯びた葉を認められるようになる． ４月３０日， 展芽状に伸長し， 芽鱗の反転角度 ２０～５００

となる，５月５日， 萌芽状，５月１０日， 叢葉芽状となり幼芽の先端は淡黄褐色を呈す，５月１３日，
展開芽状となり芽鱗の反転角度 ５０～７００， 花蓄が １ｏｃｍ

　

内外に伸長， ５月１８日， 花蓄 ２０ｃｍ

　

に

伸長， 掌葉は下垂する，５月２２日， 掌葉下垂状態より ２０～３００ 上方に展開，２～３の花穂に開花す

るものがあらわれる， ６月１日， 下方の枝条の花穂はほとんど開花， 掌葉は下垂状態より ４５～５００

展開， ６月５日， 一部凋花が認められ掌葉は ６０～７００ に展開， ６月１０日， 掌葉が ８０～９００， いわ

ゆるほとんど水平に展開， 淡緑の掌葉が漸次濃緑色に変化， 緑陰樹の特徴が顕著になる．

　

１本の樹では下方の枝条より開花がはじまり， ６月１日， 最頂端の花穂に開花が認められる． 開

花期は約１か月， ６月２５日， 凋花黄緑色のサク果は直径 ２～２．５ｃｍ となりトゲが明白になる． そ

の後生育が進行し， ８月１５日ころまで新枝条が伸長， その長さ

　

３０～６０ｃｍ におよび， 果実は直径

５～７ｃｍ，８月下旬，枝条の伸長はほぼ停

止し冬芽の先端に樹脂があらわれはじめ
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落葉しはじめ，１１月上旬落葉が完了，冬
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芽 （頂芽・側芽） の樹脂量が気温の低下
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１００～１８００ で， 花蕃

　

３ｃｍ

　

に伸長し，５

認められるようになる芽鱗の反転角度

＃

　　

冨
月１８日，花奮の伸長１ｏｃｍ，掌葉は下垂

する．５月２５日，掌葉は下垂状態より上

方に４５度展開，５月２７日，２～３の花穂に

　　　

第１図

　

掌葉展開模型図， Ａ：トチノキ， Ｂ：セイョゥト

開花が見られる，６月５日，１花穂の２／３

　　　　　　

チノキ．０：４月１５，１：４月２０日，２・４月２５日

が開花，掌葉は上方に６０～７０
０展開する．

　　　　　　

３：４月３０日， ４：５月５日， ５月１０日，６：５月

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１５日，７：５月２０日，８：５月２５日，９：５月３０日
６月５日， １花穂満開， 掌葉は水平に復

　　　　　　

１０：６月５日，１１：６月１０日

（３３）
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する． 萌芽時赤褐色の葉色を呈するも漸次緑色に変化する．

　

１本の樹では下方の枝条より上部に開花が進み， 樹全体の開花期間は約１か月， １花穂の開花は

無限花序で， 約３週間，６月２５日にはほとんど凋花， 直径 １．５～２ｃｍ， 黄緑色 （セイョウトチノキ

のサク果より黄色が濃厚） で表面短白毛におおわれたサク果ができる． 果実の肥大， 枝条の伸長は

８月１０日ころまで認められ，８月中旬生長が止まり， 冬芽の先端に樹脂があらわれはじめる．
９月

５日， 種子の一部が成熟 （暗褐色），９月１０日ころ果実裂開して落下しはじめる．
９月下旬黄葉期に

入り， １０月上旬落葉がみられ， １０月下旬には落葉が完了， 冬芽の樹
脂量が急速に増加光沢ある紫

色を呈し， セイョウトチノキより多量かつ表面積は大である．

１１１． セイヨウトチノキとトチノキの性状について

　

セイョウトチノキおよびトチノキの北海道における植栽状況と性状の概要についてはすでに報告

（吉田，１９６８，
．１９７２） したが， その後の調査で新たに追加すべき事項もでてきたので， つぎにその

主要なものについて述べる．

　

樹令ならびに植栽環境等に多少相違があるが， 性状， 生育の四季的変化の比較には支障をきたさ

ないと考える．

　

冬芽

　

セイョウトチノキ：頂芽は長楕円形， 鋭先頭で長さ

　

２－３ｃｍ 褐色， 内部鱗片は黄緑色を呈し， 樹

脂で包まれ，その量はトチノキより少なく頂芽表面積の
６０－７０％で，光沢はにぶく粘着力は弱い， 側

芽は小さく長さ１．５‐２．ｏｃｍ， 展芽期の外部鱗片の反転は小で， 内部の樹脂粘着力も
弱い．

　

トチノキ：頂芽は長卵形， 鋭頭で長さ

　

２－３．５ｃｍ

　

晴赤褐色， 内部鱗片は赤褐色を呈し， 樹脂で包

まれ， その量は多く， 頂芽表面積の８
０－９０％で， 光沢があり上部は紫色を呈し， 粘着力は強い． 側

芽は長さ

　

０．５‐１．ｏｃｍ． 展芽期の外部鱗片の反転は顕著で， 内部の粘着力は強
い．

　

枝条

　

セイョウトチノキ：１年枝は灰褐色で赤味を帯び，２－３年枝と灰色を増し，２年枝より微かに亀裂

を生ずる． 無毛で枝序角は４５－６００，

　

トチノキ；１年枝は黄褐色で赤褐色の軟毛を有する （２年枝よりなくなる）， １年枝より皮日が顕

著 （写真１５） となり，４－５年枝より亀裂が生ずる． 枝序角は
３０－８００．

　

掌葉

　

セイョウトチノキ：対生で １７－２１ｃｍ

　

の葉柄を有し， 緑色で赤味を帯び無毛， 掌状複葉で７枚

（８０％）， 残りの２０％は３，
４，５，６，７，８，９枚のものもある， 掌状葉の中央部のものは大きく， 両

端のものは小さく小葉の葉柄合着部分に褐色の長毛が密生する．

　

トチノキ：対生で２０－２６ｃｍ の葉柄を有し， 緑色で白毛を生ずる， 掌状複葉で５枚 （７０％），７枚

（２０％） のものが多く， 残りの１０％は３，４，６，８，９枚のもので占められる． 掌状葉の中央部のも

のは大きく両端のものは順次小さくなる． 小葉の葉柄合着部分に褐色の短毛を有する．

　

葉柄横断面

　

セイョウトチノキ：葉柄の横断面の中央部は維管束が顕著にみられる （８月上旬までは不鮮明で

ある）．

　

トチノキ：葉柄の横断面の中央部は柔組織が顕著にみられる （８月上旬までは不鮮明である）．

　

小葉

　

セイョウトチノキ：長さは ２３－２８ｃｍ （まれに３０ｃｍ）， 幅は８‐９ｃｍ， くさび状倒卵形で基部は極

（３４）
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めて狭く， 小葉の間隙が大きく， 鋭先頭で二重きょ歯が明瞭で （写真５）表面は緑色で光沢があり

（萌芽時は淡緑色）， 裏面は白色を帯び， 主脈， 側脈は淡緑色で， 基部付近に褐色の毛が疎に生ず

る， 側脈は２８‐３０本交互に直通し， ほぼ平行で葉辺において網状となる．

　

トチノキ：長さは ２５－３０ｃｍ （まれに３８ｃｍ）， 幅は ９－１２ｃｍ， 倒卵状長楕円形で基部は狭く， 小

葉の間隙は小さい， 急鋭先頭で二重きょ歯 （セイョウトチノキより不明瞭）， 表面は青緑色で光沢

があり （萌芽時は赤褐色または緑褐色）， 裏面は淡緑色で主脈， 側脈上に白毛 （後に褐色になる）

が密生する． 側脈は２４－２７本交互に直通し， 葉辺にむかって幾分広くなり， 先端で網状を呈する．

葉印

　

セイョウトチノキ：１年枝の葉印は灰褐色で維管束が明瞭である，

　

トチノキ：１年枝の葉印は褐色鮮明で維管束が明瞭である．

花

　

セイョウトチノキ：頂生の円する花序で雄花と両性花を生じ（ほぼ５：１の割合）， 花序の長さは

２５‐３０ｃｍ， 主軸に３０－３５個の側枝 （小花軸） を着生， その側枝に２－１３個の有節短柄の花を偏側的
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第２図

　

花序の模型図，Ａ：トチノキ，Ｂ：セイヨウトチノキ，０内の数字は開花順位を示す

に着ける， 花柄の長さは３－５ｍｍ，１花序の花数２００－３００個，両性花は花序の４／５より上部には着生

せず， 下部の小花軸中央部に多く着生 （３－６花目）， 開花は下部より上部へ，また小花軸においては

基部より先端にむかって順次開花をみる． ガクは筒状鐘形で５浅裂 （２－３ｍｍ）， 白毛が疎につく．
花弁は４－５枚で不整， 直径２ｃｍ で弁縁に軟毛があり， 上位２枚は広楕円形， 下位２－３枚は広円状

長楕円形でともに小爪を有し， 長さは １，０－１，ｌｃｍ， 幅 １．０－１．２ｃｍ， 小爪の長さは ５ｍｍ， 白色で基

部に黄斑， 紅班を有し， 脈の周縁は幾分淡色であるが， 日数がたつにつれ斑点 （トチノキよりその

面積が広い） の色が濃厚となる． 雄花は長短不同の７，個の雄ズイと退化した子房を有し， 両性花は

雄花と同じであるが１個の雌ズイを有する， 花糸は１．５－２．ｏｃｍ， 下方に轡曲して先端傾上，４／５よ

り下方に白毛があり基部にむかって密生する， ヤクは澄色で長さは３ｍｍ あり髪毛がある， 腺状小

（３５）
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第４図

　

ヤクの拡大図， Ａ：トチノキ，Ｂ：セ

イョウトチノキ，ａ：腹面，ｂ：背面，
ｃ：側面（４倍大）

第３図

　

両性花の縦断面模型図
Ａ： トチノキ，Ｂ：セイ

ョウトチノキ（２倍大）

点 （先端部） は紅色を呈する． 花柱は長く （両性花１．
５－２，ｏｃｍ， 雄花３ｍｍ）， 多少轡曲先端にむか

って細まり白色を呈する， 基部は白毛密生し， 上部にむかって疎となり
１／２より先端は無毛， 子房

は淡黄緑色で３室よりなり各室に２庭珠を有し， 表面は疎に細刺と密に白毛がある （写真
８）．

　

トチノキ：頂先の円すい花序で雄花と両性花を生じ（ほぼ５：１の割合），花序の長さは１８‐２
５ｃｍ，

主軸に３０－４０個の側枝（小花軸）を着生， その側枝に２－１５個の有節短柄の花を偏側的に着ける．
花

柄の長さは

　

２－３ｍｍ， 花序の花数２００－３００個， 両性花は花序の長さの２／３より上部には着生せず，

下部の小花軸中央部よりやや先に多く着生（５－８花目）， 開花は下部より上部へ， また小花軸では基

部より先端にむかって順次開花． ガクは筒状鐘形で
５浅裂（３－５ｍｍ） 白毛および褐毛がある． 花弁

は４枚で不整， 直径１．５ｃｍ で弁縁に軟毛があり， 上位２枚は広楕円形， 下位２枚は広円状長楕円

形でともに小爪を有し， 花弁の長さは ０．８－
１．ｏｃｍ， 幅は ０．７－０．８ｃｍ， 小爪の長さは ３ｍｍ， 白色で

基部に黄斑 （開花はじめは黄縁斑）， 紅斑を有し， 脈の周縁は幾分 淡色 （セイョウトチノキの
よう

に鮮明ではない） であるが， 日数がたつにつれ斑点の色が濃厚となる， 雄花は長短不同の
７個の雄

ズイと退化した子房を有し， 両性花は雄花とほぼ同じであるが
１個の雌ズイを有する． 花糸は１，２‐

１，５ｃｍ， 下方に轡曲し先端は傾上， 無毛であるがまれに基部付近に疎毛を
有する． ヤクは橋色で長

さは３ｍｍ， 綿毛があり， 腺状小点 （先端部） は黄緑色を呈する． 花柱は
長く （両性花１．１－１．５ｃｍ，

雄花ｌｍｍ） 多少湾曲して先端にむかって細まり淡紅色を呈し， 綿毛密生して上部は疎， 先端１／５

はほとんど無毛状となる． 子房は淡緑色で軟い白毛に包まれ，
３室よりなり各室に２魅珠を有する

（写真８）．

サク果

　

セイョウトチノキ：直径４－６ｃｍ， 果皮は厚く球形またはセイョウナシ形をしており，
強靭なトゲ

を有する． その数３０－８０本， 多いものは１１０本， 少ないものは２０本くらい，トゲの長さは
２－１ｏｍｍ

（３６）
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で球形のものは多く，セイョウナシ形は少ない． 成熟すると３片は胞背裂開して１－２個 （まれに３－

４個） の種子を出す， 果色は黄緑色を呈する，

　

トチノキ：直径 ２．５－５．ｏｃｍ， 果皮は厚く圧平球形または倒卵状球形で皮目状の隆起が多数みられ
る． 成熟すると３片に胞背裂開して１－２個の種子を出す． 果色は褐色， 皮目状の隆起は黄褐色を呈
する，

種子

　

セイョウトチノキ：半球または偏平球形 （１果中２個以上のものは偏平球形が多くなる）， 幅は
３．０－４，ｏｃｍ， 種皮は革質， 明褐色で光沢があり． 膳は不透明灰白色で表面積の１／４～１／３を占める，
トチノキより幾分灰色濃厚， また明褐色の部分にタマモク状の模様があり， 乾燥すると不鮮明にな
る．ＩＺ重 ７００ｇ，ＩＺ粒数５０－６０．

　

トチノキ：球形または平たい球形 （１果中２個のものは平たい球形を呈するものが 多い）． 幅は
２．０－３．ｏｃｍ，種皮は革質． 暗褐色または紫褐色で光沢があり，膳は不透明灰白色で，表面積の１／２を

占めセイョウトチノキより広い． 暗褐色， 紫褐色部分の模様はセイョウトチノキのように鮮明では

ない，ＩＺ重 ５００ｇ，ＩＺ粒数６５－８０．

樹脂

　

セイョウトチノキ：８月下旬に出現しはじめ， 光沢はあるがにぶくその量は少なし・・

　

トチノキ：８月中旬より出現しはじめ， 光沢がありセイョウトチノキより多量である，

膨芽期

　

セイョウトチノキ：４月中旬 （外観上）

　

トチノキ：４月中旬 （外観上）

開花始め期

セイョウトチノキ：５月下旬 （トチノキより１週間くらい早い）

　

トチノキ：５月下旬

展開葉期

セイョウトチノキ：６月上旬 （トチノキより５日くらい遅い）

　

トチノキ：６月上旬

種子成熟期

セイョウトチノキ：９月下旬－１０月上旬

　

トチノキ：９月上旬

黄葉期

セイョウトチノキ：１０月上旬

　

トチノキ：９月下旬

落葉完了期

セイョウトチノキ：１１月上旬

　

トチノキ：１０月下旬

ＩＶ． 総

　　　　　

括

　

セイョウトチノキおよびトチノキの生育の四季的変化についてみられる傾向は， 膨芽期， 開花開

始期はセイョウトチノキが１週間ほど早く， 凋花期は両者ほとんど同じで， 展開葉期はトチノキが
５日早く， その後の生育状態もトチ

．ノキがセイョウトチノキより幾分早い傾向にある． 冬芽の樹脂

（３７）
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はトチノキが１０日くらい早く出現し，その量も多い． 種子の成熟もトチノキの９月上旬，セイョウ

トチノキの９月下旬で２０日の差があり，着色は各成熟期より５日くらい早い． その
他黄葉期，落葉

開始期はトチノキの１０月上旬， セイョウトチノキの
１０月中旬で１０日前後トチノキが早く，落葉完

了期は１０月下旬でトチノキが１０日ほど早い （昭和４６年の調査， 気象状態により多少変化あり）．

１年間の生育活動においてはセイョウトチノキがトチノキより２週間ほど長い． 栽培の立場での熟

期をみると， トチノキは早生種， セイョウトチノキは晩生種として取扱うことができると思う．

　

また両者の性状の特筆すべき相違点をあげるとつぎの通りである．

　

（１） 冬芽の色および樹脂量

セイョウトチノキ：褐色， 樹脂量は少なく， 粘着力は弱い

トチノキ：暗褐色， 樹脂量は多く， 粘着力は強い，

（２） 冬芽の内部鱗片の色

セイョウトチノキ：黄緑色

トチノキ：赤褐色．

（３） 冬芽の展芽期の外部鱗片の反転角度 （写真１・２）

セイ ヨ ウ トチノ キ：２０－５００

トチノ キ：１００－１８００

（４） １年枝条およびその葉印の色

セイョウトチノキ：枝条は灰褐色で赤味を帯び無毛， 葉印は灰褐色．

トチノキ：枝条は黄褐色で皮目顕著 （写真１５）， 赤褐色軟毛あり， 葉印は褐色

（５） 葉柄の色および毛の有無

セイョウトチノキ：緑色で赤味を帯びる無毛

トチノキ： 緑色， 白毛を有する．

（６） 葉柄の横断面 （写真９）

セイョウトチノキ：中央部に維管束が顕著

トチノキ：中央部に柔組織が顕著．

（７） 萌芽期の小葉の色

セイョウトチノキ：淡緑色．

トチノキ：赤褐色または緑褐色

（８） 小葉の色

セイョウトチノキ：表面は緑色で光沢あり， 裏面は白色を帯び， 主脈側脈は淡緑色．

トチノキ：表面は青緑色で光沢あり， 裏面は淡緑色で主脈， 側脈上に白毛 （後に褐
色）

密生．

（９） 花序の大きさと側枝の着生 （第１図， 写真６）

セイョウトチノキ：長く大きい． 側枝は疎につく

トチノキ：短く小さい． 側枝は密につく．

（１０） 花弁の大きさ

セイヨウトチノキ：長さは １．０－１．１Ｃ１〕［・， 幅は １，０－１．２ｃｍ

トチノキ： 長さは ０，８－Ｌｏｃｍ， 幅は ０，７－０．８ｃｍ．

（１１） 花色

セイョウトチノキ：黄斑， 紅斑は鮮明， 紅斑は濃い．

トチノキ：黄斑， 紅斑はやや淡く， 紅
斑は機色が強い

（３８）
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（１２） 花－糸の毛の有無 （第２，３図）

セイョウトチノキ：白毛を有し， 基部は密で先端にむかって漸次疎となる，
トチノキ：無毛であるが， まれに基部に疎に毛あり，

（１３） ヤクの腺状小点の色 （第３図）

セイョウトチノキ：紅色

トチノキ：黄緑色．

（１４） ヤクの毛 （第３図）

セイョウトチノキ：髪毛ある

トチノキ：綿毛ある，

（１５） 花柱の色

セイョウトチノキ：白色

トチノキ：淡紅色 （先端は濃く， 基部にむかって漸次淡くなる）

（１６） 花柱の長さ

セイョウトチノキ： 両性花は１．５－２．ｏｃｍ， 雄花は ０．３ｃｍ

トチノキ：両性花は１．１－１．５ｃｍ， 雄花は ０．ｌｃｍ，

（１７） 子房の色とトゲの有無 （第２図）

セイョウトチノキ：淡黄緑色で表面に疎なる細刺と白毛で包まれる

トチノキ：淡緑色で表面トゲなく軟白毛で包まれる，
（１８） サク果の色および形 （写真１０，１１，１２）

セイョウトチノキ：黄緑色， 球形またはセイョウナシ形でトゲがある．
トチノキ：褐色， 圧平球形または倒卵状球形， 皮目状隆起がある

・

（１９） 種子の色および形 （写真１０，１３，１４）

セイョウトチノキ：明褐色でタマモク状の模様鮮明， 半球または偏平球形．
トチノキ：明褐色または紫褐色で模様不鮮明， 球形または平たい球形．

（２０） 種子の膳の広さ （写真１０）

セイョウトチノキ：表面積の１／４－１／３，
トチノキ：表面積の１／２．

（２１） 種子の重量および個数

セイヨウトチノキ；１Ｚ重 ７００ｇ，１／粒数５０‐６０個．
トチノキ： “ 重 ５００ｇ，ＩＺ粒数 ６５‐８〇個，

以上のような相違点がみられた． なお実生からの生育状態比較については， 目下植栽調査中であ

るので後日報告したいと考えている．
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１． セイョウトチノキの鱗片の反転角度は小さい （展芽期）

２． トチノキの鱗片の反転角度は大きい （展芽期）

３． セイョウトチノキの樹幹

４． トチノキの樹幹
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５． 小葉雲 ヤメラ皇トチノキ
（二重きょ歯明瞭）

６．花序零 を老 事チノキ

７・雄花キ 上す≦寺控考砦を弁 枚）

８・ 子房の横断面，凋花７臼目 キ 下寿 星
トチノキ（細いトゲがある）

９．葉柄の横断面零 下〆蓑は乗繁美翻躍野が顕著）

１０， サク果と種子 ＊ 豆墓標兜糟鱗尚も狭い）
１１． セイョウトチノキのサク果（強朝なトゲがある）

１２． トチノキのサク果（皮目状の隆起がある）

１３． セイョウトチノキの種子（タマモク状の模様鮮明）

１４． トチノキの種子

・５素生２年生苗雲 下穿皐は妥猶露〆駆鼓能義著である）

・６．実生・年生苗雲 下野致遥主義よ嬰轍雫曲警轍髭隙竺戸
ミリ少ない）

（４４）


